
岡山県農業経営改善関係融資制度資金基本要綱（一元的融資手続き）のフロー
【通常】

、 （ 、 、 、 ）・対象資金：近代化資金 公庫資金 農業経営基盤強化資金 経営体育成強化資金 農業改良資金 青年等就農資金

融資相談案件処理票(別紙２)借入希望者
による情報の共有 【融資機関】

農協、農林中金、玉島信金、津山信金、中国銀行、公庫 等①融資相談
経営改善資金計 相 談 【関係機関】
画書(様式第２ 県民局(農業振興課、普及センター)、市町村、基金協会 等②書類作成
号)の作成 指導・助言等

借入申込希望書(様式第１号)、 ＋ 認 定 農 業 者：農業経営改善計画書、同認定書の写し③書類提出
経営改善資金計画書、見積書等 認定新規就農者：青年等就農計画書、同認定書の写し等

【審査の分担基準】融資機関
〇公庫対応

融資機関が責任を持って判断 ・返済期間が15年を超える場合④融資審査
・借入額が認定農業者は1,800万円(法人3,600万

【経営改善資金計画書の審査の考え方 （別紙３） 円)、認定農業者以外は1,500万円(法人等3,000】
1 これまでの経営状況はどうなっているのか 万円)を超える場合
2 経営改善のための計画は適切であり、実行可能か ・新作物分野・流通加工分野・新技術にチャレン
3 収益はどうなるか。融資返済は可能か ジする場合

（上記以外）〇民間金融機関対応

〇融資機関に事務を委任している場合(借入額2,500万円以下等)④-１ 特別融資制度推進会議
・融資機関が審査し、計画認定の可否決定による資金計画の審査
〇慎重な審議が必要な場合(借入額2,500万円超等)(認定農業者等の場合)
・写しを推進会議事務局(市町村)に送付→事務局が計画認定の可否決定

必要に応じ、借入希望者の経営能力等に関する意見聴取・書類徴求等④-２ 関係機関からの意見聴取等

〇近 代化 資金：県民局長への利子補給承認申請手続等の準備⑤並行して行う手続準備
〇農業改良資金：県民局長への貸付資格の認定手続等の準備
〇機 関 保 証：基金協会と連携し融資審査

※物的担保又は基金協会による保証を基本、保証人は原則徴求しない

融資機関が１年後再判断⑥融資の可否決定
応 需 謝絶 猶予 関係機関による、経営能力等の向上の指導、助言

原則、 （謝絶等の場合には理由を説明）⑦借入希望者への通知 毎月10日に可否を通知

借入希望者に、借入申込書(様式第４号)等を するよう依頼⑧借入申込書等の提出依頼 通知日から３日以内に提出
基金協会の債務保証を希望する場合は債務保証委託申込書(様式第５号)を含む

借入希望者

⑨借入申込み書等の提出

融資機関

〇融資機関：利子補給承認申請書を15日までに県民局へ提出⑨-＊ 近代化資金の利子
〇県 民 局：25日までに利子補給承認 〇基金協会：債務保証の承諾手続補給承認等の手続

貸付実行日は原則として承認月の翌月の初日⑩貸付決定・実行
※融資機関及び関係機関は、借入希望者が資金を必要とするときに貸付実行が確実に行われるよ

う連携
借入希望者


